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看護の心、ケアの心、助け合いの心をだれもが育むきっかけとなるよう、ナイチンゲール
誕生日の5月12日が看護の日と制定されています。
今年は、「看護の力で笑顔の花を」をテーマに、各病棟で看護の日の取り組みを行いました。

看護の日

認知症治療病棟では、看護師が
心を込めてしゃんしゃん傘踊りを
しました。
鈴の音につられて一緒に踊りだ
そうとする方や手拍子をしてく
ださる方もあり、大盛況でした。

永年勤続表彰があり、看護部では5名の方が表彰されました。

『日々の看護業務の中で摂食嚥下障害の患者さんに
関わるうちに、摂食嚥下についてもっと知りたいと
思う気持ちが強くなり院内認定看護師教育プログラ
ムに参加しました。摂食嚥下についての専門的知
識・技術を身につけ、少しでも多くの患者さんに安
全に食べることの楽しみを感じていただけるサポー
トができるよう取り組んでいきたいと思います。』

山崎哲代

摂食嚥下障害院内認定看護師コース開講

いい人み～つけた
病院の片隅で・・・
亀さんが夏を過ごせますように

メッセージカードの花が咲きました

部長室の前の畑でいちご狩り

こんな場面も・・・
宮本 結花
その人らしく生活

できるような看護が
できるように頑張り
たいです。

青山 圭太
笑顔を忘れず、元気を与

えることができる看護師に
なれるよう頑張りたいです。

西垣 奈々絵
難病を抱える患者

さんが、その人らし
く生活ができるよう
に看護を行っていき
たいです。

大田 成美
県外から地元に

戻ってきました。
患者さん、家族さ
んに寄り添える看
護をしたいです。

フレッシュナース（新採用者）紹介
Part.1(1～４病棟）

【お知らせ】

ホームページに精神科認定看護師からのワンポイ
ントアドバイスを載せています。ぜひご覧ください


